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今 月 の 表 紙
【町内３保育所年長交流保育】
　町内３保育所のさくら組の児童が、町民体育館
に集まり、交流保育が行われました。
　交流保育は、サッカーが行われました。他にも
しっぽ取りや足を使ったじゃんけんなどで、体を
動かしながら、楽しく交流を深めました。

≪特集≫
ひと手間で大切な資源を守ろう…２～３
≪News＆flash≫�………………………４
≪町の話題≫� …………………５～７



ALWAYS
RECYCLE

ひ
と
手
間
で
大
切
な
資
源
を
守
ろ
う

▲処理施設のアームを操作する職員、焼却炉の状態を確認する職員

　

毎
日
の
生
活
で
出
る
ご
み
に

つ
い
て
、
決
め
ら
れ
た
日
に
ク

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
出
し
た
後
の

行
方
や
処
理
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

皆
さ
ん
が
出
し
た
ご
み
は
、

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
南

会
津
町
）
に
運
ば
れ
、
処
理
さ

れ
ま
す
。

　

燃
え
る
ご
み
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
で
燃
や
さ

れ
、
灰
は
青
森
県
三
戸
町
に
あ

る
最
終
処
分
場
に
運
び
、
埋
め

立
て
処
分
さ
れ
ま
す
。

　

不
燃
ご
み
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
可
能
な
も
の
と
不
可
能
な
も

の
を
選
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
い
も
の
は
最
終
処
分
場
に

運
び
、
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
ま

す
。

　

粗
大
ご
み
は
、
ま
ず
破
砕
さ

れ
選
別
回
収
し
や
す
い
よ
う
に

し
ま
す
。
そ
の
後
、
鉄
類
や
ア

ル
ミ
類
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
も
の
は
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
、

木
製
の
も
の
は
燃
え
る
ご
み
と

し
て
焼
却
し
ま
す
。

　

資
源
ご
み
は
、
分
別
す
る
た

め
に
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
流
さ

れ
、
職
員
が
手
作
業
で
分
別
を

し
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
で
は
、
各
集
落
の
区

長
を
始
め
と
し
た
町
民
の
皆
さ

ん
、
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組

合
、
只
見
町
町
民
生
活
課
な
ど

関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、
ご
み

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
や
紙
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
資
源
ご
み
の
分
別
は
、
ま

だ
進
ん
で
い
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト

レ
ー
が
洗
わ
ず
に
汚
れ
た
ま
ま

資
源
ご
み
の
袋
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
汚
れ

が
同
じ
袋
の
中
身
に
付
着
す
る

と
、
洗
わ
ず
に
入
れ
ら
れ
た
汚

れ
た
ト
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
他

の
も
の
ま
で
再
資
源
化
す
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。ま
た
、別
の
資
源
ご
み
が

混
入
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
、
本
来
再
資
源
化
で
き
た

は
ず
の
も
の
が
、
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
手
間
か
か
っ
て
し
ま
う

分
別
で
す
が
、
将
来
の
世
代
に

大
切
な
資
源
を
残
す
た
め
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
ご
み
の
分
別
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
地
球
上
に
あ
る
資
源

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
資
源
ご
み
は
分
別

す
る
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
＝

再
資
源
化
（
再
商
品
化
）
が
で

き
ま
す
。
分
別
し
、
再
資
源
化

し
、
繰
り
返
し
使
う
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
や
自
然
環
境
へ
の

負
荷
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
分
別
す
る
こ
と
は
、

焼
却
炉
の
負
担
軽
減
や
埋
め
立

て
地
の
延
命
に
繋
が
り
ま
す
。

ご
み
の
行
方
や
処
理
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
資
源
化

適
正
な
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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◯識別表示、リサイクルマークを参考にしましょう！
　包装や飲料用ペットボトル、缶などには、ごみを出すときの分別を容
易にし、分別収集を促進するために、プラスチック製容器包装や紙製容
器包装、ペットボトルなどといった識別マークが表示されています。ご
みの分別をする際には、マークを確認して、分別を行いましょう。

◯カップ麺の容器
　紙製容器のものがプラ製容器包装と誤って出されていることがあります。
また、中を洗わずに出されていることがあります。マークを確認して、プラ
製か紙製かを確認し、洗って分別しましょう。汚れが酷いものやマークが無
いものは「燃えるごみ」として出してください。

◯プラマークのついていないもの
　バケツやおもちゃ、一部の発泡スチロールなどプラスチック製でもプラマ
ークが無いものは、「燃えるごみ」として出してください。また、おもちゃ
などは電池を抜いたか確認してください。

　今回の取材にあたり、環境衛生組合環境衛生課の東部環境係長の山内さんにお話を伺いました。
　山内さんは「リサイクルという言葉はご存知だと思いますが、皆さんがイメージしやすいようにリサイ
クルは「再商品化」とお伝えしています。
　プラスチックや、ペットボトルはネクタイや服など身近なものにも再商品化されています。再商品化さ
れる姿を想像しながら分別に取り組んでいただき、再商品化できるものを増やし、ごみとして焼却される
もの、埋め立て処分されるものを減らすことが大事です」と話してくださいました。

資源ごみは、識別表示、リサイクルマークを確認しましょう

間違いの多い分別たち

再資源化（再商品化）を想像してみよう

ごみ分別辞典は
こちらからダウンロード

いただけます

◯汚れているものは水洗いをお願いします
　マークがついていても、汚れているとリサイクルができません。水洗
いをするか、汚れをふき取るなどをお願いします。
　汚れが酷いもの、汚れが落ちないものは、「燃えるごみ」や「燃えない
ごみ」として出しましょう。

◯分別に迷った時は
　マークが記載されていないものや、判断に困った時は「南会津のごみ
分別辞典」をご参考ください。

只見町役場町民生活課生活安全係　TEL 0241−82−5100
西部クリーンセンター　　　　　　TEL 0241−72−2639

ごみに関するお問合せ
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NEWS&FLASH

八
十
里
越
街
道
の
開
通
を
見
据
え
て

身
を
守
る
た
め
に

「
越
後
・
南
会
津
街
道
観
光
・

地
域
づ
く
り
懇
談
会
」開
催

防
災
セ
ミ
ナ
ー
開
催

▲テーマ毎に意見交換を行うグループワークの
参加者

▲野崎氏は、ハザードマップで避難経路、避難場所を確
認しておくことの大切さも伝えました。

　

国
道
２
８
９
号
八
十
里
の
開
通
を
見
据

え
、
工
事
の
進
捗
状
況
や
広
域
観
光
連
携

施
策
の
共
有
を
目
的
と
し
た
「
第
５
回
越

後
・
南
会
津
街
道　

観
光
・
地
域
づ
く
り

懇
談
会
」
が
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
さ
れ
、

国
や
県
、
新
潟
県
三
条
市
、
南
会
津
町
、

只
見
町
の
関
係
者
が
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
懇
談
会
後
の
観
光
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
国
土
交
通
省
の
観
光
庁
観
光
カ
リ
ス

マ
の
山
田
桂
一
郎
氏
を
講
師
に
、
地
域
の

魅
力
の
高
め
方
や
、
商
品
開
発
に
つ
い
て

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地

域
の
民
間
事
業
者
の
方
を
主
役
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
地
域
間
交
流
の
大
切

さ
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
や
、

出
水
期
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど
の

災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
学
ぶ
防
災
セ

ミ
ナ
ー
が
６
月
３
日
に
朝
日
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
本
赤
十
字
社
福
島
県

支
部
事
業
推
進
係
長
の
野
崎
謙
司
氏
が
講

師
を
務
め
、「
災
害
へ
の
備
え
大
丈
夫
で

す
か
」
と
題
し
、
講
演
し
ま
し
た
。

　

野
崎
氏
は
、「
台
風
や
大
雨
は
、
今
で
は

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
事
前
に
情
報

が
得
ら
れ
ま
す
。
避
難
が
出
来
な
い
状
況

に
な
る
前
に
早
め
に
避
難
を
す
る
こ
と
が

命
を
守
る
た
め
に
重
要
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

虫
歯
の
な
い
子

６
月
４
日
３
歳
児
検
診

渡
わた

部
なべ

 寿
とし

柊
き

くん（小川） 横
よこ

山
やま

 大
たい

晟
せい

くん（大倉） 三
さん

瓶
べ

 みのりさん（大倉）
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に
よ
り
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し
て
お
り
ま
す



町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

只見高校の更なる活躍のために　大型ファンなどを寄贈

三条市と野球を通じて交流　只見高校が交流試合
「第３回三条市高校野球交流大会」開催

只見町建設業協会
「SDGｓ宣言書」策定、小学校に絵本の寄贈

　株式会社会津工場は、株式会社東邦銀行の「とう
ほう・ふるさと総活躍応援私募債」を活用し、県立
只見高校に学校用品を寄贈しました。
　寄贈式は５月２７日に同校で行われ、同校ＯＢで
もある鈴木直記社長が「生徒一人一人が活躍できる
よう祈っています」とあいさつし、伊藤靖隆校長と
生徒会長の小杉美菜さんに目録を手渡しました。
　小杉さんは「明日からの生活が豊かになるのが楽
しみです」と感謝の言葉を述べました。

　三条野球連盟の主催で「第３回三条市高校野
球交流大会」が６月１日、２日に三条パール金
属スタジアムで開催されました。只見町側から
只見高校が招待され、三条市から三条高校、新
潟県央工業高校、三条商業高校、三条東高校が
参加し、交流試合を行いました。
　２日目の２試合目に降雨により試合中止とな
りましたが、只見高校は２日間計４試合を通し
て、三条市との交流を深めました。
　また、只見高校野球部員は、帰路の中で国道
２８９号八十里越の工事区間を見学しました。

　只見町建設業協会は、株式会社東邦銀行の
「とうほうＳＤＧｓサポートサービス」を通じ
て、「ＳＤＧｓ宣言書」を策定し、宣言書の交
付式が６月４日に役場町下庁舎で行われ、東邦
銀行只見支店の佐藤健一支店長から、建設業協
会の美馬典昭会長に宣言書が手渡されました。
　美馬会長は、「柔軟な発想と行動力で地域の
発展につくしたいと考えています」とあいさつ
しました。
　また、同建設業協会から町内３小学校に工事
に関するしかけ絵本が寄贈されました。

▲学校用品の目録を受取った小杉美菜さん（中央）

▲工事現場を見学した只見高校野球部メンバー

▲宣言書を手に取る美馬会長（中央）

○「とうほう・ふるさと総活躍応援私募債」…株式会社
東邦銀行の寄附型私募債で、手数料の一部で、寄贈を
行っています。
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

ようこそ只見町へ えちごトキめき鉄道「雪月花」入線

長年の健康づくり活動が認められました
馬場光美さん「福島県食生活改善推進連絡
協議会会長表彰」受賞

只見町がロケ地になっています
「青春１８×２ 君へと続く道」応援プロジェクト進行中

　新潟県のえちごトキめき鉄道の列車「えちごトキ
めきリゾート雪月花」（以下雪月花）が６月８日、
９日に只見線に入線しました。
　雪月花は昨年只見線に初入線し、今回は１年ぶり
２回目の入線となり、只見駅では、集まった方が手
を振るなどして入線をお出迎えしました。
　また、２日目にはえちごトキめき鉄道株式会社の
代表取締役社長の鳥塚亮

あきら

氏が来町され、ＪＲ只見線
利用促進実行委員会から、雪月花の入線の他、全線
運転再開前も含め、只見線の復興、魅力向上に大き
く寄与されたことへの感謝状を贈りました。

　馬場光美さん（梁取）は「福島県食生活改善推進連絡
協議会会長表彰」を受賞し、６月１２日に表彰状が贈呈
されました。
　馬場さんは只見町食生活改善推進員会の会員として、
町の健康づくり活動に対し、２０年以上にわたり尽力さ
れ、平成１８年、１９年の２年の間、副会長を務められ
ました。その活動が評価され今回の受賞となりました。

　町内がロケ地となった日本と台湾の合作映画「青春１８×２ 
君へと続く道」を応援するプロジェクトが町内で進行中です。
　第１弾では、オリジナルロケ地マップを作成しました。マップ
は、只見町インフォメーションセンターにて、協力金１００円で
配布しています。
　第２弾では、町内で撮影地となった４ヶ所（只見駅、黒沢橋、
まるまさ商店、アミの家（塩沢））に看板を設置しました。
　第３弾では、映画の主人公の足取りを追うような旅気分を味わ
える只見線ポストカードが作成されました。ポストカードは只見
町インフォメーションセンターで取り扱っています。
　第４弾では、のぼり旗を作成、設置し、映画をご覧になったファ
ンの方をお出迎えししています。
　今後も只見町と「青春１８×２」が盛り上がる企画を進めてま
いりますので、ご期待ください。

▲感謝状を受取った鳥塚氏

▲馬場光美さん（上段中央）と只見町ヘルスメイトの皆さん

▶
配
布
中
の
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
や
駅
前
に
設
置
さ
れ
た
の
ぼ
り
旗
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

１００人を超える参加者「町民ハイキング」開催

地域住民の人権を守る
人権擁護委員に渡部仁一さん

子どもたちの想像力あふれるブナ林
「ブナの森の葉っぱ日記」展示再開

　只見公民館主催の「町民ハイキング」が６
月１６日に開催され、町内各地区の子どもか
ら大人まで１００人以上が参加しました。
　開会式前には集まった人たちで只見線に手
をふり、ハイキングが始まってからも、参加
者同士で談笑しながらコースを歩き、賑やか
なイベントとなりました。
　また、天気予報では、雨が心配されていた
ものの、開催中は雨も降らず気温も高く、只
見町の夏を感じることができました。
　参加者は、「沢山の人とお話しながら、楽
しむことができました。有意義に過ごせまし
た」と話しました。

　前任者の任期満了に伴い、令和６年７月１日付けで渡部仁一さん（塩沢）が
法務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、人権相談会開催や人権に関する啓発活動を行うなど、日々
の問題解決に取り組んでいます。
　渡部仁一さんは、只見町担当として、角田行雄さん（小林）、渡部早苗さん
（小川）と一緒に活動されます。

○人権擁護委員…「人権擁護委員法」に基づいて、その職務を行います。この制度は様々な分野の人たちが、
地域の中で人権思想を広め、人権が侵害されないように配慮して、人権を擁護していくことが望ましいとい
う考えから設けられたものです。

　昨年度の「ただみ・子ども藝術計画」で子ども
たちが製作した葉っぱ日記を余名沢の観察の森で
再展示しています。
　「ただみ・子ども藝術計画」はユネスコエコパ
ーク事業の一つで、只見町の自然や文化に触れ合
い、それらを通した芸術活動の機会を設けること
で、只見町の子どもたちが地域に学び、未来や才
能をひらくことを目的として、アーティストの岩
田とも子さんや、福島県立博物館の協力で開催さ
れました。
　昨年ご覧いただいた方も、まだご覧いただいて
いない方も、子どもたちのアートと只見町のブナ
林が融合した素敵な空間をぜひ感じてください。

▲カメラを向けると手を振り応えてくれた参加者

▲渡部仁一さん

▲只見町の自然と子どもたち、芸術が融合した姿を
　お楽しみください
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広報ただみ診療所
７月２２日以降の朝日診療所の外来診療体制に関するおしらせ

朝日診療所　医師　山
やま

並
なみ

　寛
ひろ

明
あき

　７月２２日以降、常勤医が１名に減ることに伴い、診療体制を一部変更します。

・当面の間、医師指定での外来予約は受け付けず、受診時間の目安（９時～１０時、１０時～１１時な
ど　１時間ごとの枠）での予約を行います。日や時間帯により対応する医師が変わりますのでご了解
ください。

・これまでは２１時までの急患問い合わせに対応しておりましたが、今後の当日受付を時間内（８時半
～１１時半、１３時半～１６時半）に限らせていただきます。なお、翌日以降のご予約は平日の診療
時間内に受け付けております（１３時半～１５時を目安に電話でお願いいたします）。

・医師が１名の日は一度の受診人数を調整いたします。受付から１時間近くお待たせする場合もござい
ます。ご了承ください。

・時間を要するご相談（介護の相談など）は事前にご予約して午後に来院ください。
・救急車などの急患が入った場合、診察を後日にずらしていただくようお願いする可能性があります。
・勤務医の事情により、休診の時間帯や臨時の休診日を生じる場合がございます。

　町民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、今後も診療所の外来診療は維持してまいりますので、ご
理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

「ネイチャーポジティブ」を知っていますか？
　「ネイチャーポジティブ」は、「２０２０年を基準として、２０３０年までに自然が損

そこ

なわれるような
ことを食い止め、回

かい

復
ふく

させ、２０５０年までに完全な回復を達成し、自然と共生する社会を実現する」
という意味で、現在の世界的な社会目標となっています。自然と共生する社会の実現というのは、ユネ
スコエコパークに共通する目標でもあります。
　どうしてこのような目標が作られたのでしょうか。私たちは日々のくらしや経

けい

済
ざい

活動は、自然の様々
な恵み（食料、エネルギー、きれいな空気と水、鉱物、医薬品、自然災害からの安全、レクリエーショ
ンや文化・精神面の豊かさなど）によって支えられています。しかし、人間の活動が自然環境を損ない、
現在かつてないスピードで生き物たちが絶

ぜつ

滅
めつ

している現実があります。このままでは、私たちの日々の
暮らしも経済活動も大きな損

そん

失
しつ

をうけることは確実とされています。そうならないために「ネイチャー
ポジティブ」という目標を掲げ、これまでの自然環境保全の取り組みだけでなく、日々のくらしから経
済活動までの全てにまたがって自然への配

はい

慮
りょ

を促
うなが

していくことで、人も自然も豊かに暮らせる世界を実
現しようとしているのです。

「だいだらポジー（DAIDARAPOSIE）」
　環境省が作成したネイチャーポジティブのイメージキャラクター。
　日本各地で山や湖、川を作ったとして伝

でんしょう

承されている巨人「だいだ
らぼっち」がモチーフで、地球のポジティブな未来を抱きしめて見守
り続けています。

「ネイチャーポジティブ」を知っていますか？
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
六
年
六
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
六
月
定
例
会	

日
高
俊
平
太　

指
導

	

一　

恵

忙
し
き
一ひ

と

日ひ

終
わ
り
ぬ
蛙
の
音

魚
の
影
子
が
追
い
か
け
る
新
樹
か
な

	

真
理
子

婿
殿
が
肉
焼
き
く
れ
る
花
見
か
な

母
の
日
や
い
ま
念
願
の
薔
薇
の
苗

	

恒　

夫

天
領
の
空
に
し
ば
ら
く
夏
つ
ば
め

老ろ
う

鶯お
う

や
開
拓
村
を
一
望
し

	

礼　

花
は
葉
に
午
後
の
日
射
し
を
散
ら
す
風

雨
す
だ
れ
越
し
の
山
並
ぶ
な
若
葉

　	

一　

穂

父
の
日
や
母
の
も
箱
の
片
隅
に

葱ね
ぎ

植
え
て
残
っ
た
苗
を
味
噌
汁
に

	

修　

一

わ
け
な
く
も
追
い
つ
追
わ
れ
つ
蝶
々
か
な

川
沿
い
に
故
郷
指
し
て
青
葉
闇

	

信　

転う
た
た
ね寝
の
頬
を
か
す
め
る
夏
の
風

梅
雨
晴
れ
て
幼
児
駆
け
出
し
微
笑
ま
し

	

都　

乗
り
出
し
て
野
球
観
戦
夏
近
し

メ
ー
ル
く
る「
ま
だ
ま
だ
元
気
若
葉
し
て
」

	

馬
場　

八
智

真
夜
さ
め
て
降
り
出
す
雨
に
気
付
き
し
は
浅
き
ね
む
り
の
歳
を
さ
び
し
む

	

目
黒　

富
子

久
々
に
児
童
の
姿
見
し
朝
は
今
日
の
一
と
日
は
祝
日
の
如
し

	

関
谷
登
美
子

あ
の
人
に
あ
の
こ
と
な
り
と
心
し
つ
日
常
の
ま
ま
時
過
ぎ
行
き
し

	
立
花　

奏
音

無
防
備
に
ぬ
ゐ
ぐ
る
み
抱
き
寝
入
る
息こ
子
の
あ
ど
け
な
き
顔
し
ば
し
眺
む
る

	

新
国
由
紀
子

満
開
の
芍
薬
の
花
朝
露
に
濡
れ
て
春
の
陽
浴
び
て
き
ら
め
く

	

渡
部
ヨ
リ
子

病
院
で
診
察
を
待
つ
時
長
く
微
熱
あ
る
身
は
い
た
く
疲
れ
ぬ
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電話番号

税

今
月
の
納
期

７
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
　薪エネルギー推進室
� ☎82-5230
交流推進課
　観光係　商工労働係
� ☎82-5240
　移住交流係
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）
� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
只見保育所� ☎82-2219
朝日保育所� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111

●
固
定
資
産
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
７
月
分
）

試
　
験

令
和
７
年
度

只
見
町
職
員（
高
卒
程
度
）（
資
格
免

許
職
）採
用
候
補
者
試
験

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
高
校
卒
程
度
】

　

○
一
般
事
務　
　

１
名
程
度

　

○
土
木　
　
　
　

１
名
程
度

　

○
建
築　
　
　
　

１
名
程
度

【
資
格
免
許
職
】

　

○
保
健
師　
　
　

１
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
高
校
卒
程
度
】

　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
土
木
・

建
築
職
に
お
い
て
は
、
無
資
格
も
し
く
は

未
経
験
の
方
は
、
採
用
後
、
一
般
財
団
法

人
ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援
機
構
に
お
い

て
、
数
年
間
専
門
的
な
技
術
の
習
得
が
で

き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
保
健
師
（
保
健
婦
）
の
免
許
を
有

す
る
者
、
又
は
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
（
高
校
卒
程
度
）
及
び
各
種

検
査
（
事
務
適
性
、
性
格
特
性
、
職
場
適

応
性
）

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
、
面
接

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

【
日
時
】

　

令
和
６
年
９
月
22
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原

２
６
０　

県
立
南
会
津
高
等
学
校

五
、
発　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号
を
掲

示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
成
績
順
に
採
用
す
る
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
名
簿
の
有
効
期
間
は
１
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
総
務
企
画
課
及
び
朝
日
・

明
和
公
民
館
で
交
付
し
ま
す
（
郵
送
の
場

合
は
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛

の
返
信
封
筒
角
２
号
を
添
付
す
る
こ
と
）。

　

申
込
用
紙
に
自
分
宛
の
返
信
封
筒
を
添

付
し
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

令
和
６
年
７
月
17
日（
水
）か
ら
８
月
16

日（
金
）ま
で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
８

月
14
日（
水
）ま
で
の
消
印
有
効
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
只
見
字
町
下

２
５
９
１
－
30

只
見
町
役
場　

総
務
企
画
課
総
務
係

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０
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令
和
７
年
度

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験（
高
校
卒
程
度
）

令
和
７
年
度

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
職
員

採
用
候
補
者
試
験（
高
校
卒
程
度
）

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

○
消
防　
　

３
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
免
許
除
く
）

の
取
得
者
又
は
取
得
見
込
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
及
び
適
性
検
査
、
体
力
試
験

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　

口
述
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体
検
査

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

【
日
時
】

　

令
和
６
年
９
月
22
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
４
時

【
場
所
】

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原

乙
65　

南
会
津
地
方
市
町
村
圏
組
合
消

防
本
部
・
消
防
署
庁
舎

五
、
発　
表

　

本
組
合
等
に
合
格
者
受
験
番
号
を
掲
示

す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
成
績
順
に
採
用
す
る
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
名
簿
の
有
効
期
限
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
又
は
出
張
所

等
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送
の
場
合
は
封
筒

の
表
に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
赤
で

記
入
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
角
２
号
を
添
付
す
る
こ
と
）

【
受
付
期
間
】

　

令
和
６
年
７
月
17
日（
水
）か
ら
８
月
16

日（
金
）ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
16

日
必
着
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原

乙
65　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
事
務
局

☎
０
２
４
１
－
62
－
０
０
５
４

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

　

○
技
能
労
務
職　

若
干
名

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
及
び
各
種
検
査

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　

作
文
及
び
個
別
面
接

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

【
日
時
】

　

令
和
６
年
９
月
22
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
２
時

【
会
場
】

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原

２
６
０　

県
立
南
会
津
高
等
学
校

五
、
発
表

　

各
役
場
、
組
合
掲
示
板
に
合
格
者
の
受

験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

六
、
採
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
、
成
績
順
に
採
用
す
る
者
を
決
定
し
ま

す
。（
名
簿
の
有
効
期
限
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
、
同
組
合
で
交
付
し
ま
す
。

（
郵
送
の
場
合
は
封
筒
の
表
に
「
試
験
申

込
用
紙
請
求
」
と
赤
で
記
入
し
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
角
２
号
を

添
付
す
る
こ
と
）

【
受
付
期
間
】

　

令
和
６
年
７
月
17
日（
水
）か
ら
８
月
16

日（
金
）ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
16
日

必
着
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

南
会
津
郡
下
郷
町
落
合
字
下
川
原
１
３

８
－
１　

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

総
務
課

☎
０
２
４
１
－
67
－
２
４
８
０

●
退
職
な
ど
（
５
月
15
日
付
）

　

▽
交
流
推
進
課

　
　

吉
津　

千
晶 人

　
事

只
見
町
職
員
人
事

採用ページにアクセスします
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只見町長　渡部　勇夫

広報ただみ町長室

町長スケジュール〈6月分〉

　１日　会津小学生バレーボール連盟会長杯只見町
ジュニアバレーボール大会

　３日　議案検討庁議、福島県町村会役員会（福島
市）

　４日　福島県町村会定期総会、福島県農業集落排
水事業推進協議会理事会・同総会、福島県
電源地域振興財団評議員会、福島県デジタ
ル変革課長と面談（福島市）

　５日　南会津建設事務所地域課題検討会
　６日　（福）南会津会理事会（南会津町）、政策調整

会議
　７日　（学）まゆみ学園訪問（二本松市）、（公社）福

島県森林・林業・緑化協会役員会・同総会
（福島市）

１０日　㈱モンベル訪問（東京都）
１１日　只見町議会６月会議（～１４日）
１３日　電源開発㈱東日本支店長来庁
１４日　ＪＲ東日本東北本部長来庁

１８日　㈱モンベル会長とのオンライン会議
１９日　滝調整池堆砂対策連絡協議会（金山町）
２０日　南会津税務関係団体協議会総会（下郷町）
２４日　奥会津五町村活性化協議会総会、只見川電

源流域振興協議会総会
２５日　只見町職員互助会理事会、新潟大学八木

氏・長尾氏来庁、人権擁護委員情報交換会、
㈱東邦銀行常務来庁、ＪＲ東日本会津坂下
駅長来庁、只見町交通安全対策協議会総会、
政策調整会議

２７日　只見町空家等対策協議会、只見町土地改良
区理事会・同総代会

２８日　電源開発㈱副社長来庁、会津総合開発協議
会役員会（会津若松市）、只見町職員労働組
合定期大会

３０日　南会津地方広域市町村圏組合消防署只見出
張所新庁舎開所式

◆
今
年
は
例
年
に
な
い
水
不
足
で
す
。

そ
の
た
め
春
の
田
植
え
を
諦
め
た

地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
に
な
っ
て
も
そ
の
状
況
は
大

き
く
変
わ
ら
ず
、
日
々
の
水
稲
や

野
菜
等
の
水
管
理
に
大
変
な
ご
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

一
方
で
「
線
状
降
水
帯
」
の
発

生
な
ど
に
よ
り
西
日
本
な
ど
で
は

大
雨
に
よ
る
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
も
比
較
的
「
線
状
降
水

帯
」
が
発
生
し
や
す
い
地
域
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
変
心
配

で
す
。
今
年
で
「
平
成
２３
年
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
」
か
ら
１３
年
が
経

ち
ま
す
。

　

当
時
の
未
曾
有
の
災
害
を
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

１３
年
と
い
う
と
今
の
中
学
１
年
生

の
年
齢
で
す
。

　

若
い
世
代
に
は
昔
の
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
災
害
は
「
い
つ
、

ど
こ
で
」
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

　

日
頃
か
ら
防
災
対
策
に
努
め
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
改
め
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
号
の
広
報
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
赤
十
字
社
福
島

支
部
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
、

６
月
３
日
に
朝
日
公
民
館
で
「
防

災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
気
象
な
ど
の
情
報
収
集
と
災

害
へ
の
備
え
」
が
特
に
大
切
で
あ

る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

ま
た
、
３０
日
に
は
「
南
会
津
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
署
只

見
出
張
所
」
が
新
し
い
防
災
拠
点

と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
は
２
，９
４
１
㎡
で
、

建
物
延
べ
床
面
積
５
４
３
㎡
の
立

派
な
出
張
所
で
す
。

　

開
所
当
日
の
午
後
に
は
一
般
町

民
の
方
々
を
対
象
に
内
覧
会
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
２
０
０
名
以
上
の

皆
様
に
内
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
め
て
関
心
の
高
さ
に
驚
く

と
と
も
に
大
変
心
強
く
思
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
明
け
に
向
か
い

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
は
じ
め
、

消
防
団
、
消
防
署
及
び
警
察
署
な

ど
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
み
ん
な
で
防
災
対
策
に
努
め

な
が
ら
今
年
の
夏
を
乗
り
切
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
熱
中
症
対
策
を
く
れ
ぐ

れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
無
理
せ
ず
、
す
こ
し
ず
つ
」
じ

ね
ん
と
動
き
ま
し
ょ
う
。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

★俺たちの箱根駅伝 上下巻

★子どもとの関係が変わる
　自分の親に読んでほしかった本　

� 【著】池井戸 潤（文藝春秋）
　古豪・明誠学院大学陸上競技部。
　箱根駅伝で連覇したこともある
名門の名も、今は昔。
　本選出場を２年連続で逃したチ
ーム、そして卒業を控えた主将・
青葉隼斗にとって、１０月の予選
会が箱根へのラストチャンスだ。
故障を克服し、渾身の走りを見せ
る隼斗に襲い掛かるのは、「箱根
の魔物」……。

� 【著】ペリー，フィリッパ　　
� 【訳】高山　真由美（日経ＢＰ）
　「心を揺さぶられた」「涙なしで
読めない」「子育て全般が変わっ
た」……
　世界中から共感の声、続々！　
世界４６カ国２００万部のベスト
セラー。自分の親との関係を見つ
め直し、感情を受け止めれば見え
てくる。

　隼斗は、明誠学院大学は、箱根路を走ることが出来る
のか？
　一方、「箱根駅伝」中継を担う大日テレビ・スポーツ局。
　プロデューサーの徳重は、編成局長の黒石から降って
きた難題に頭を抱えていた。
　「不可能」と言われた箱根中継を成功させた伝説の男
から、現代にまで伝わるテレビマンたちの苦悩と奮闘を
描く。

　子どもが幸せになるための心がけ―――
　長年、親子関係・人間関係の悩みに向きあい続けてき
た英国の心理療法士が、さまざまな親子の実例をもとに、
親子の絆を深めるための秘訣をまとめた話題の書。

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
今
月
の
特
集
は
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
掲
載
に
あ
た
り
、

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
に
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
な
ん
と
な
く

分
別
し
て
い
る
ご
み
が
、
回
収
さ
れ
た
後

に
、
人
の
手
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
て
い
た

り
、
更
に
そ
の
先
の
再
商
品
化
さ
れ
た
姿

を
想
像
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
分
別
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
改
め
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▽
広
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
は

ま
だ
梅
雨
中
だ
と
思
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

雨
が
降
ら
な
い
日
が
続
い
た
と
思
っ
た
ら
、

滝
の
よ
う
に
降
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

起
き
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
備
え
を
お
願

い
し
ま
す
。�

（
小
林
）

（5月26日～6月25日届出分）敬称略

転入 １１　転出 ８　出生 ０　死亡 ６

令和６年６月１日現在
人　　口　３，５９５（－３）
　 男 　　１，７７５（－２）
　 女 　　１，８２０（－１）
世 帯 数　１，５３９（－２）
高齢化率　　　　４９．２％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

只見公民館

図書紹介
只見公民館図書室

☎82－2141

○只見公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

■お誕生おめでとうございます
大
おお

竹
たけ

　杏
あん

奈
な

（女／悠・晴美）　　　黒　谷

■おくやみ申し上げます
三　瓶　ヒロシ　　87歳　　深　沢
船　木　章　治　　52歳　　黒　谷
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

� （写真・文 太田祥作）

ノジコ　（学名：Emberiza sulphurata）
【スズメ目ホオジロ科】

　ノジコは開けた森林に見られる夏鳥で、ホオジロに似た美しい声でさえずります。黄色い腹
や白いアイリングが特

 とくちょう

徴です。只見町では５月から１０月にかけて、塩沢や叶津、布沢、梁取
など各所で見られます。湿地や河川周辺の林に多い傾向があります。
　渡り鳥であるノジコは、主にフィリピン北部や中国南部、台

た い わ ん

湾などで冬を越
こ

し、初夏に繁
はんしょく

殖
のため日本へと渡

わ た

ってきます。同様の渡りをするツバメなどは日本だけでなく、北半球の広い
範
は ん

囲
い

で繁殖することが知られています。ところが、ノジコが繁殖するのは日本だけであること
から、世界的にも珍

めずら

しい種
し ゅ

とされています。さらに、国内の主な繁殖地は、東北から中部地方
までの本州日本海側に限られています。福島県では、吾

あ ず ま

妻山系より西の会津地方に広く分布す
る一方、中・浜通りではほぼ見られません。
　ノジコの生息環

かんきょう

境に関する研究では、年平均気温１０℃以下、積
せ き

雪
せ つ

５０㎝以上の地域がノジ
コの繁殖に重要であることが明らかになっています。ノジコの特徴的な分布には、本州日本海
側に特有の多雪環境が関係しているようです。雪

な だ れ

崩・地
じ

すべり斜面に成立する低木林が巣をつ
くるために必要なヤブとなり、さらに豊富な雪どけ水が湿地を形成することで、ノジコの繁殖
に必

ひ つ よ う

要な環境条
じょうけん

件が成立している訳です。
　近年は温

お ん

暖
だ ん

化
か

により、只見町でも雪の降る量が減っています。ノジコは雪の多い地域を好む
だけに、雪の減

げんしょう

少が環境の変化につながるおそれがあり、今後の生
せ い

息
そ く

数
す う

の減少が心
し ん

配
ぱ い

されてい
ます。

▲雄成鳥。５月、布沢地区にて撮影 ▲１０月、楢戸地区にて撮影

下記イベントを開催しております。詳細は只見町ブナセン
ター（電話0241－72－8355）までお問い合わせ
ください。

企画展「誕生から１０年。只見ユネスコエコパー
クのここまでを振り返り、これからを考える」
会期：2024年4月27日（土）～9月1日（日）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム
　　　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからのお知らせ
〈参考〉
出口翔大（2017）生態図鑑�ノジコ.�バードリサーチ
ニュース,�14（6）：1-2.
Deguchi,�S.,� Ishihara,�Y.,�&�Miguchi,�H.（2017）.�
Habitat�preferences�of�breeding�Yellow�Buntings�
Emberiza sulphurata�in�hilly�rural�areas�following�
rice�field�abandonment� in�northern�Japan.�Bird�
Conservation�International,�27：550-559.
Deguchi�S,�Ueda�Y,�Hisano�M（2022）Temperature�
and�snow�depth�explain�the�breeding�distribution�
pattern�of�Yellow�Bunting�Emberiza sulphurata.�
Ornithological�Science,�21（2）：133-143.

◀ノジコのさえずり（只見町
ブナセンターＨＰ「只見の
野鳥 鳴き声図鑑」）
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